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１．概要（Summary） 

太陽光発電モジュールはホットスポット発生時に電流を

迂回させるバイパスダイオードが付属される。太陽光発電

モジュールの安全には、ダイオードが機能することが求め

られる。故障モードごとの原因を明らかにするため、東北

大学マイクロシステム融合研究開発センターを利用して、

素子内部のはんだ付け部を観察した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

超音波顕微鏡（インサイト IS-350） 

【実験方法】 

薄型のバイパスダイオードを開発し、これを内蔵した太

陽光発電モジュールを作製した。環境試験を行い、故障

モードごとのはんだ付け部の非破壊で観察した。 

太陽光発電モジュールを模擬した試料の断面の模式

図を Fig. 1に示す。ここで使用したバイパスダイオードは

厚み 1 mm以下で非常に薄く、外力を加えずにモジュー

ルから取り出すことは困難である。そこで非破壊観察を試

みた。 

共同研究企業で、バイパスダイオードを X 線で透視撮

影すると、内部の構造を把握できるものの、はんだ剥がれ

は空隙が狭く判別できない。超音波顕微鏡で観察を試み

た。 

超音波を受光面のガラス側から入射した場合と、裏面

の樹脂面側から入射させた場合の観察画像を、Fig. 2に

示す。ガラス面から超音波を入射した場合、ガラスの樹脂

剥離防止のテクスチャ構造が観察され、内部構造観察の

妨げになった。樹脂面から超音波を入射した場合、はん

だ付けの超音波画像が得られた。 

 

 

 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

太陽光発電モジュールに内蔵された薄型バイパスダイ

オードのはんだ付け部の観察を試みた。超音波をモジュ

ールの裏面から入射させた場合、接合面を観察すること

はできた。今後、はんだ部を観察できる条件をそろえて、

良品と不良品の比較測定を試みる。 

 

４．その他・特記事項（Others） 
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５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
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Fig. 2 Ultrasound images. 
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